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今
か
ら
約
百
七
十
年
ほ
ど
昔
、
久
国
の
若
者
に
よ
っ
て
人
形
座
が
作
ら
れ

毎
年
神
社
の
祭
礼
行
事
に
奉
納
き
れ
る
ほ
か
、
村
の
集
会
な
ど
で
上
演
し
、

二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
親
し
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

天
保
の
大
き
き
ん
後
、
衣
食
住
が
困
難
と
な
り
、
人
形
上
演
な
ど
の
娯
楽

は
禁
制
状
態
と
な
っ
た
が
明
治
五
年
に
は
村
民
の
共
有
財
産
、
座
名
国
村
久

太
夫
と
し
て
各
地
で
興
行
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
七
年
十

一
月
二
十
六
日
の
夜
、
村
の
公
会
堂
の
炎
上
で
人

形
、
そ
の
他
い

っ
さ
い
の
道
具
類
が
焼
失
し
て
、
上
演
不
可
能
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
や
が
て
支
郎
事
変
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
な
っ
て
、
人
形
座
の
閉

鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
七
年
に
、
戦
前
火
災
で
焼
失
し
た
国
村
久
太
夫
の
再
建
復
興
の

計
画
を
た
て
、
鶴
本
龍
三
さ
ん
、
秋
成
豊

一
さ
ん
、
中
西
保
太
郎
さ
ん
、
倉

橋
春

一
さ
ん
ら
が
自
分
の
人
形
な
ど
を
修
理
し
、
持
ち
寄
っ
て
人
形
座
再
建

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

そ
の
後
、
敏
鎌
秋
太
郎
さ
ん
、
宮
本
綾

一
さ
ん
、
岡
本
幾
太
郎
さ
ん
、
松

平
証
平
さ
ん
、
岡
重
こ
さ
ん
、
池
内
龍
五
郎
さ
ん
ら
の
献
身
的
協
力
を
得
て
、

那
賀
郡
加
茂
谷
村
吉
井
の
人
形
座
を
譲
り
受
け
、
新
し
く
勝
浦
座
と
命
名
し
、

焼
失
後
二
十
年
ぶ
り
に
、
待
望
め
人
形
座
が
再
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。

町民のうごき
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開かと同つ度原度月
会二期和い各案一二昭
し件限対て会ど般十和

山
本
美
芳
幽闘
員 

指
定
金
融
機
関
の
変
更
に
つ
い
て

町
道
管
理
基
準
に
つ
い
て
(
通
行

状
態
に
よ
る
格
づ
け
、
指
示
、
案
内

標
識
の
取
り
付
け
) 

談
会
議
員
に

よ
る
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
に
理

事
者
と
し
て
の
受
け
止
め
か
た
。

坂
口
貞
雄
識
員

町
政
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て 

し

尿
処
型
場
建
設
に
つ
い
て 

農
村
総

合
路
備
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て 

畑

総
事
業
に
つ
い
て 

病
院
改
築
に
つ

い
て

V V V V V V

岡V

重
夫
議
員

道
路
問
題
(
徳
島
上
那
賀
線
)
と

V

生
名
バ
イ
パ
ス
の
完
成
と
中
角
水
門

に
つ
い
て 

指
定
銀
行
と
町
内
金
融

V

機
関
の
現
状
に
つ
い
て V

V V

押
粟
義
雄
職
員 

VV

牒
村
総
合
監
備
モ
デ
ル
事
業
の
推

進
と
住
民
負
担
に
つ
い
て
(
営
農
飲

V

雑
用
水
と
受
話
者
負
担 
) 

畜
産
公

害
に
対
す
る
町
の
行
政
指
導
に
つ
い

て 

ご
み
処
理
の
運
営
状
況
と
そ
の

対
応
策
に
つ
い
て

生
田

敏
闘
員

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
(
馬
越

水
門
付
近
の
道
路
及
び
橋
の
改
良
、

今
山
橋
よ
り
馬
越
ま
で
の
堤
防
上
道

路
計
画
)

味
問
喜
久
雄
議
員

し
尿
処
理
場
建
設
と
住
民
負
担

「
勝
浦
町
史
」
購
入
予
約
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

か
ね
て
か
ら
本
町
で
、
勝
浦
町
史

ら
現
在
ま
で
を
後
史
と
し
て
後
日

の
編
集
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
が
、

発
行
予
定
)
各
事
項
に
つ
い
て
詳

こ
の
ほ
ど
「
前
史
」
(
上
巻
)
の
編
集

述
、
沖
野
舜
ニ
先
生
鑑
修
、

を
終
え
近
く
発
刊
す
る
こ
と
に
な
リ

判
、
麻
布
上
製
本
箱
入
、
約
一

ま
し
た
。

0
0
0頁。

こ
の
町
史
は
本
町
の
歴
史
を
探
求

・

価
格
町
民
に
限
り
一
附
二、

し
、
教
育
や
文
化
、
産
業
各
方
面
の

五 

同
(
一
部
町
賀
補
助 
) 

将
来
の
指
針
と
し
て
町
内
の
皆
さ
ん

-

予
約
及
び
発
行

が
た
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
も

婦
人
会
各
役
員
に
予
約
の
と
り
ま

の
と
思
い
ま
す
。

と
め
を
願
っ
て
い
る
の
で
十
一
月

一
部
経
費
の
御
負
担
を
願
い
有
料

十
日
ま
で
に
婦
人
会
の
役
員
さ
ん

配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、 

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

'
各
家
庭
で
一
冊
以
上
購
入
さ
れ
ま
す

代
金
は
発
行
時

(
昭
和
五
十
三

噌
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。

年
二
月
頃
)
図
書
と
引
き
換
、
え
に

骨
勝
浦
町
前
史
発
刊
の
あ
ら
ま
し 

支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す 

限
定

町
史
の
内
容
、
郷
土
の
誕
生
か

本
で
す
か
ら
後
か
ら
は
分
撲
で
き

ら
昭
和
二
十
年
の
終
戦
ま
で
を
前 

ま
せ
ん
。
)

史
と
し
て
編
集
、
(
昭
和
二
十
年
か

教
育
委
員
会 

+

一
月
定
例

吋
行
政
相
談

ら
感
謝
感
激
を
い
た
し
て
い
る
次
第
一

で
ご
さ
い
ま
す
。

自
分
の
浅
学
非
オ
一

十
一
月
十
一
日
(
金

を
願
み
、
こ
の
震
賀
を
果
し
得
る
か 

-

内
心
危
倶
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一

午
後
一
時

1
三
時

お
受
け
い
た
し
ま
し
た
か
ら
に
は
…

と
ニ
ろ

町
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め
に
誠
心 

↑

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

紋
意
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

一

相
談
員

何
と
ぞ
、
町
民
の
皆
様
が
た
の
な
お
一

徳
島
行
政
既
察
局

一
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
ほ
ど
を

一

大

塚

重

美

心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
就 

-

行
政
相
談
委
員

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し 

中

村

芳

生

岡
本
宮
治
機
員

法
律
の
主
旨
と
町
条
例
の
運
用
に

つ
い
て
(
児
童
福
祉
法
と
町
保
育
所

数
也
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
、
国

民
健
康
保
険
法
と
国
民
健
康
保
険
条

例
、
地
方
公
営
企
業
法
と
病
院
事
業

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

社
会
教
育
法
と
公
民
館
条
例
)

滝
口
良
一

一蛾
員

各
種
事
業
の
推
進
と
町
理
事
者
の

姿
勢
に
つ
い
て
(
徳
島
上
那
賀
線
中

角
地
区
、
生
名
神
ノ
木
線
、
野
間
水

路
管
理
道
の
延
長
、
町
立
病
院
の
問

題
点
) 

同
和
問
題
と
そ
の
対
策

(
教
育
問
題
に
つ
い
て
、
将
来
計
画

に
つ
い
て

一一「! V V

V

九
月
定
例
議
会

。
議
長
に
山
路
保
義
氏
選
任

十
月
四
日
山
本
圭
一
議
長
が
一
身

上
の
理
由
に
よ
り
そ
の
職
を
辞
任
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
後
任
総
長
と
し
て

山
路
保
義
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

。
教
育
委
員
、

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

任
期
満
了
に
よ
る
委
貝
に
、
つ
ぎ

の
と
お
り
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
吉
岡
暮
美
雄
(
再
任
)

町
政
に
対
す
る
一

一般
質
問

こ
の
談
会
で
、
八
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
お
も
な
内
容
は

っ
き
の
と
お
り
で
す
。

晴+

町

議

会

議

長

に

山路保義氏
(今山)

就
任
あ
い
さ
つ

き
る
九
月
定
例
議
会
で
機
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
私
の
身
に

余
る
光
栄
で
あ
り
ま
し
て
、
衷
心
か

ー喝 e、
d 三， 、事

、 

¥、j 

まの延策は計お会日五
し決長率総歳り計関十
た識を業務入可補会二
。を要特委歳決正し年
行望別員出、予、九
いす 措 会 決 昭 事 草 昭 月
、る置に算平日ほ和定

十意法付の五か五例
月見の託認十十十会
図書強し定一件二は
日ほ化、に年を年九

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
議会だより



昭和52年 11月1日つ ら

V
幼
児
、
老
人
の
焼
死
防
止
対
策
の

ザコ 

戸、

一¥

V

二一
「 

V VV V V

V V

災
予
防
運
動
川


十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で

ー

」

法

規

講

習

会

開

催

一

必
ず
行
、 
7
。

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
。

一
寸 

ま
た
、
さ
せ
な
い
よ
う
常
に
注
意

|
|
|
I
l
l
i
-
-
-
L

|
I
l
l
i
-
-
-
-

ま
で
に
更
新
し
な
け
れ
ば
な

い
か
た
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

鱗
し
て
く
だ
さ
い
。 

す
る
。

自
分
が
使
う
火
は
消
す
ま
て
資

任
を
持
ち
、
そ
の
つ
ど
安
全
を
確

認
す
る
。 

出
席
の
か
た
は
全
員
証
を

※
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

「
使
う
火
を
消
す
ま
て
離
す
な
目

と
心
」

・
・
。
こ
れ
を
統

一
際
語
と

し
て
秋
の
全
国
火
災
予
防
述
動
は
、

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日

ま
で
の
七
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

家
庭
や
峨
胤
切
の
中
で
防
火
体
制
に

つ
い
て
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
火
災

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

重
点
目
標

徹
底最

近
は
、
専
用
住
宅
、
共
同
住
宅

な
ど
住
宅
の
火
災
が
多
く
建
物
火
災

の
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
割

合
は
こ
こ
数
年
地
加
の
き
ざ
し
を
み

せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
に
よ
る

死
者
の
発
生
も
住
宅
の
火
災
に
よ
る

も
の
が
最
も
多
く
、
特
に
、
自
分
で

雌
維
の
で
き
な
い
幼
児
ゃ
か
ら
だ
の

不
自
由
な
高
紛
者
を
火
災
か
ら
守
る

た
め
に
、
幼
児
や
老
人
の
焼
死
防
止

対
策
の
徹
底
を
、
こ
と
し
の
重
点
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

会
固
い
っ
せ
い
実
施
事
項

一
と

き

寸

一

月

十

一

日

(

金
)

一

午
後
七
時
か
ら

一
と
こ
ろ
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

象
者
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い

る
か
た
全
貝
。

な
お
、
免
許
証
を
翌
年
の
五
月

r
h

昂

…

国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ

ω

年
金
の
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
グ

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
も
う
納

め
ま
し
た
か
。
ま
だ
納
め
て
い
な
い

人
は
早
く
納
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
保
険
料
は
、
四
、
五
、
六
月


分
は
七
月
末
日
ま
で
に
、
七
、
八
、


九
月
分
は
十
月
末
日
ま
で
に
、
十、




十

一
、
十
二
月
分
は

一
月
末
日
ま
で


に、

一
、
二
、
三
月
分
は
四
月
末
日


ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま


す
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
期
限
ま
で
に


納
め
ま
せ
ん
と
、
事
故
に
あ

っ
た
り
、


ご
主
人
が
な
く
な
ら
れ
た
り
し
た
と


き
に
、
防
五
年
金
や
母
子
年
金
を
受


け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
将
来
、
老


併
年
金
J
U
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ


り
ま
す
。


こ
の
よ
う
な
と
き
に
あ
わ
て
て

一
日

一
回
は
防
火
に
つ
い
て
反

一
王

催

横

瀬

分

ム

省
す
る
。 

V

共
同
住
宅
の
入
居
者
は
、
共
同

防
火
に
つ
い
て
お
互
い
に
災
任
を

栄
た
す
。

職

場
職
場
ぐ
る
み
で
消
火
、
通
報
及

V
び
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
。

消
防
設
備
等
を
総
点
検
し
、
い

つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。 

非
常
口
付
近
や
通
路
に
は
、
物

を
誼
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

職
場
教
育
を
徹
底
し
、
戦
場
の

防
火
意
識
を
高
め
る
。

家

庭 
幼
児
や
老
人
だ
け
を
残
し
て
外

出
す
る
こ
と
は
極
力
さ
け
る
。

幼
児
や
老
人
の
安
全
な
避
難
方

法
を
考
え
る
。 

V

就
寝
前
に
は
火
の
元
の
点
検
を

年
末
調
整
説
明
会

税
務
署
で
は
法
人
、
支
局
法
人
及

び
例
人
を
対
象
に
つ
ぎ
の
日
程
で
、

年
末
調
整
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

と

き

十

一
月
二
十
九
日 

(
火
)

十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

と
こ
ろ

町
福
祉
セ
ン
タ
ー

z 

保
険
料
を
納
め
よ
う
と
し
て
も
、

二

年
を
経
過
す
る
と
納
め
ら
れ
ま
せ
ん

か
ら
、
保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
、

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

為(3) 第89号 IJ

青色申告のおすすめ

所得税は、自分で計算して申告し納税

することにな っています。

毎日の取引を帳簿につけ、帳簿に基づ

いて申告をする人には、所得税の計算面

などで、有利な特典が受けられる 「青色

申告制度」があります。

青色申告は、税金の面で有利なだけで

なく、経営の合理化にも役立ちます。

青色申告の手続は簡単ですし、記帳の

仕方は、青色申告会、日本税務協会、商

工会議所、市町村商工会、税理士会で気

安く指導がうけられます。

公懇~，....
盃藍1~ヲ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
秋の火災予防運動
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部

事幼
漁
懇
漂

ザコ

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

こ
ん
な
と
き

保
育
所
は
、
病
気
を
も
ら
っ
て
く

る
所
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
集
団
生

活
を
す
る
と
、
流
行
性
の
病
気
に
か

か
り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
次

の
病
気
に
つ
い
て
の
�
 
θ

最
低
こ
れ
だ

せ
き
や
食
欲
不
振
が
、
か
ぜ
の
と

き
よ
り
長
く
続
き
ま
す
が
、
品
開
は
普

通
発
疹
が
出
て
四
日
以
内
に
下
が
り

ま
す
。
も
し
五
日
以
上
続
い
た
ら
、

合
併
症
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

解
熱
後
一
週
間
は
、
た
と
え
元
気

で
あ
っ
て
も
、
外
出
、
入
浴
、
登
所

な
ど
は
祭
止
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

V
水
ぼ
う
ぞ
う
(
水
痘
)

胸
や
背
中
な
ど
に
プ
ツ
プ
ツ
と
水

ぶ
く
れ
が
で
き
て
、

二
1
三
日
の
う

ち
に
全
身
に
広
が
り
ま
す
。
発
疹
が

口
の
中
や
、
目
の
縁
に
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
か
ゆ
い
か
ら
と
、
ツ

メ
で
こ
す

っ
た
り
す
る
と
、
化
膿
し

て
長
い
間
跡
が
残
り
ま
す
か
ら
注
意

ー
�
 

レ
ト

)
J
a
1

AT
つ
。

経
過
は
十
日
間
か
ら
二
週
間
ぐ
ら

い
、
か
さ
ぶ
た
め
ほ
と
ん
ど
が
無
く

な
っ
て
落
ち
て
し
ま
う
ま
で
、
感
染

す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
�
 

V
お
た
ふ
く
か
ぜ

(
急
性
流
行
性
耳
下
腺
炎
)

急
に
軽
い
熱
と
と
も
に
、
耳
の
下

ゃ
あ
ご
の
外
側
が
は
れ
て
き
ま
す
。

本
当
に
お
た
ふ
く
顔
に
な
り
ま
す
。

片
方
だ
け
は
れ
た
と
き
は
一
週
間
、

何
方
は
れ
た
ら
二
週
間
休
ま
な
け
れ

ぽ
な
り
ま
せ
ん
。

食
欲
不
振
、
不
き
げ
ん
、
発
熱
、

腫
脹
痛
な
ど
様
々
な
症
状
が
出
、
ま

れ
に
脳
炎
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
�
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
活
動
が
停
止
す

る
前
に
、
つ
ん
と
養
分
を
吸
収
さ
せ
ま

し
ょ
、
っ
。

最
近
で
は
施
肥
後
の
降
雨
で
肥
効

が
表
わ
れ
で
も
、
果
実
に
ま
で
彬
弊

が
及
ば
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
み
か
ん
は
地
温
が

十
度
以
下
に
下
れ
ば
活
動
が
う
ん
と

衰
え
る
も
の
で
す
。
果
樹
試
験
場
に

お
け
る
昨
年
度
の
地
温
観
測
の
デ
ー

タ
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

昭和51年度果樹試験場

における地温観測�  

(単位セ ツン) 

¥¥¥ 10 月� 11 月

上旬�  16 .8 12.6 

中旬�  16.2 11 .8 

下旬�  14.8 8.1 

地下�  20 Cm 地点

こ
れ
か
ら
見
て
も
上
旬
中
に
施
用
せ

ね
ば
効
果
が
う
す
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

ve 収
穫
前
の
薬
剤
散
布

タ
ニ
類

タ
ニ
を
庫
内
に
持
ち
込

め
ば
た
い
へ
ん
で
す
。
発
生
図
で
は

必
ず
収
穫
前
に
オ
�
 
7

イ
ト
水
和
剤
七

百
五
十
倍
液
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
散
布

普
通
温
州
秋
肥
の
施
用

普
通
以
州
の
秋
肥
は
お
礼
肥
て
あ

る
と
と
も
に
来
年
の
元
肥
で
も
あ
り

ま
す
。
気
泡
が
下

っ
て
し
ま

っ
て
か

ら
で
は
肥
効
が
悪
く
な
り
ま
す
の
で

上
旬
中
に
は
必
ず
す
ま
せ
て
く
だ
さ

地
用
量
は
四
‘'
収
穫
闘
で
十
日
!あ

け
は
�
 と
い
う
知
識
を
身
に
つ
け
て

お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�
 

H

V
は
し
か
(
麻
疹
)

届

仰

は

し

か

�

 と
診
断
さ
れ
た
ら
、

H

た
り
チ

ソ
ソ
八
・
四
�
 
J
、
リ
ン
サ
ン

閣
ま
ず
二
週
間
の
登
所
禁
止
が
棟
準
で

臨

す
。
皮
膚
を
露
出
し
て
冷
や
す
と
、

韓
発
疹
の
出
る
の
が
お
く
れ
た
り
、
発

踊
疹
の
色
が
市
砕
く
な

っ
た
り
し
て
、
心

薗
配
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
か
ぜ
の

閣
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
絡
か
に
寝
か

踊
せ
て
、
皮
膚
を
い
つ
も
き
れ
い
に
、

誼
か
ら
ぶ
き
す
る
な
と
し
て
、
水
分
を

国
十
分
与
え
る
な
ど
に
気
を
つ
け
て
く

躍
だ
さ
い
。樹園地の近代化に

ブルドーザーの利用を

みかん経営の合理化を図るた� i

め、産業課では小型ブルドーザ� !

ーを設置して農家のみなさんに� !

ご利用願っています。

改植、農道� (園内道)の新設� !

盲目ぜき

ー ， 一日〆一一、‘¥…J弓~ニ‘r-少lーー
特有なせきがな

くなるまで

インフルエンザ

ユヲ
おもな症状がな
くなったあと，
三日を経過する
まで

おたふく力、ぜ

議S
耳下腺の腫脹が

なくなるまて'

はしか

駒
おもな症状がな
〈な ったあと，
七日を経過する
まて'

水lまうそう

さヲ
かさぶたが全部

脱落するまで

三日ばしか

蜘
おもな症状がな
くなったあと ，
五日を経過する
まて'

と
な

っ
て
お
り
ま

J
六
�
 、
カ
リ
七
�
 
J

す
。
農
協
の
か
つ

ら
み
か
ん
配
合
を

施
用
す
る
場
合
は
四
�
 
1
四
・
五
袋
程

度
と
し
ま
す
。

毎
年
の
こ
と
な
が
ら

「施
肥
後
に

雨
が
降
れ
は
果
実
が
浮
く
の
で
み
か

ん
を
採
っ
て
か
ら
」
と
い
う
人
が
い

ま
す
が
こ
れ
で
は
遅
す
き
ま
す
。

こ

と
に
最
近
で
は
食
味
を
や
か
ま
し
く

言
う
関
係
か
ら
有
機
の
割
合
の
高
い

肥
料
が
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
が
土
壌
で
分
解
さ
れ
、
肥
効
を
表

わ
す
よ
う
に
な
る
に
は
相
当
の
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
収
秘
後
で
は
地
温

が
下
り
、
根
の
活
動
が
う
ん
と
鈍
く

な
り
、
せ

っ
か
く
の
養
分
も
ほ
と
ん

ど
吸
収
さ
れ
ず
に
活
動
を
停
止
す
る

ご利用ください。� !

i 
¥』 産業課で所定の申精密に必要!

事項を記入して申し込んでくだ� i
きし、。

・手IJ用料金�  t 

実働1時間1あたり� 2，700円です。� i

・ブルドーザーの運搬に必要な� t

経費は全額利用者負担となりま� !

i

-その他詳細については町役場!

産業課へお問い合わせください。 i

(電話 2511) 

。仇

す。

・運搬作業は町が委託している� !

オペレーターが行います。� 

・手IJ用申し込み� 

既設道路の整備などにせいぜい� i Vニんなときは登所禁止ですV

、、

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ

MUS04
テキストボックス
幼児教育
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r

ン 
F

。
悪� 

k 丘取央と 臭は際 た 臭なつう敷 る尿 に 舎 二お産 には題 j

貯
蔵
果
腐
敗
予
防
剤

M
三
千
倍
液
、
ま
た
は
ベ
ン
レ
ー

V v着
色
促
進
剤

を
図
る
た
め
に
、
有
利
な
利
率
を
適

し
て
く
だ
さ
い 

ト
ソ
プ
ジ

ト
六
千
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

着
色
を
よ
く
見
せ

貯
蔵
力
の
増
進
を
ね
ら
っ
て
、
石
灰

イ
オ
ウ
ム
ロ
剤
百
倍
液
を
十
日
間
隔
で

二
回
程
度
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
第

一
回
目
は
殺
ダ
ニ
剤
と
混
用
し
、
第

二
回
目
は
腐
敗
予
防
剤
と
混
用
し
て

散
布
す
る
の
が
効
果
的
で
す
。

収
穫
時
の
注
意
に
つ
い
て

国
主
は
、
み
か
ん
採
取
者
(
特
に

町
外
か
ら
の
不
な
れ
の
か
た
や
初
め

て
の
か
た
)
に
は
果
実
の
損
傷
の
重

大
さ
に
つ
い
て
十
分
説
明
し
、
理
解

を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

畜
産
公
害
を
防
止
す
る
た
め
に

ー
経
営
者
に
お
願
い
|

方

事。

六
月
の
果
実
収
機
時
に
ヤ
ニ
の
出

て
い
る
果
実
の
あ
っ
た
木
で
は
、
ホJ

O O

ふ
ん
尿
の
土
地
還
元
へ
の
速

搬尿
に
つ
い
て
は
、
バ
キ
ュ
ー
ム

カ
ー
の
利
用
、
ふ
ん
に
つ
い
て

は
前
処
理
を
十
分
行
い

、
運
び

や
す
い
状
態
に
し
た
も
の
を
運

ぶ
。
運
搬
中
は
ふ
ん
尿
な
ど
が

散
乱
し
な
い
よ
う
十
分
注
意
す

る
こ
と
。

土
地
還
元
先
へ
運
搬
し
た
ふ

ん
尿
に
つ
い
て
は
、
野
積
み
の

ま
ま
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
速

や
か
に
散
布
埋
没
を
行
い
還
元

後
は
耕
起
、
夜
土
を
行
う
こ
と
。

。
家
畜
ふ
ん
尿
の
廃
棄

家
畜
ふ
ん
尿
の
廃
棄
に
あ
た
っ

て
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
消
掃

に
関
す
る
法
律
」
の
基
準
を
遵
守

す
る
こ
と
。

O

家
畜
の
ふ
ん
尿
の
処
理
、
利

用
に
あ
た
っ
て
は
、
家
畜
の
種

類
、
経
営
規
模
、
廃
棄
物
の
種

類
及
び
周
辺
部
の
環
境
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
条
件
を
勘
案
し
て
、

そ
の
方
法
を
選
定
す
べ
き
で
あ

っ
て
、
処
理
利
用
後
の
悪
臭
、

地
下
水
汚
染
な
ど
の
二
次
汚
染

が
発
生
し
な
い
よ
う
特
に
留
意

す
る
こ
と
。

畜
産
経
営
者
は
以
上
の
こ
と
を
よ

く
守
り
、
環
境
汚
染
の
防
止
に
努
め
、

畜
産
公
害
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
不
審
な
占
…
が
あ
り
ま
し

た
ら
産
業
謀
、
住
民
福
祉
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い

。

|
シ
ャ
を
十
寸
あ
た
り
こ
か
ら
一
二

を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
(
散
在
樹
で

は
一
樹
あ
た
り
五
十
か
ら
七
十
マ
施

用
す
る
)

度を なせ
に寸て除露い 、ビ

よ最ニ，レ了草 地� -) 

すあ片 方日 う低 l
めた�  に気ルT

てり下 高 し温被
散三句 四 て が 夜
布百ご く二�  ii
し ゴ ろ だ度上
てをタ さ以旬
〈 水 イ い下中

に 扱気し残発、にふめ畜のいいにわた このたす畜周 とい経 次、に
努室をて飯生 民著ん、会発よてすらいとJnいる舎辺 て営 の周な苦言J
めを発利な|坊臭し尿|徐r" 生うはるな肥 。留肥こ及の 環者 こ図つ産j

る設す用と止装いをふの防に、とど舎 施舎とび主主 境は とへてに
fこけるすのに置奥乾ん惑止管貯とが局 設、。 保、 をのいよ寸 俄

-be-

一・胡'-

---一-

000

会み 守迷まる
のず つ惑す公
対か てを 。害
策ら くな畜が

属
施
設
を

。
害
虫
発
生
の
防
止
及
び
駆
除

O O

ふ
ん
尿
、

残
飼
料
、
敷
わ
ら

な
ど
の
腐
敗
し
た
も
の
か
ら
害

虫
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
早

急
に
た
い
肥
化
す
る
。 

殺
虫
剤
、

石
灰
窒
素
な
ど
の

散
布
を
行
い
害
虫
発
生
の
防
止

及
び
駆
除
に
努
め
る
こ
と
。

。
水
質
汚
濁
の
防
止

O O

畜
舎
汚
水
の
流
出
防
止
に
努

め
る
こ
と
。

浄
化
処
理
の
場
合
に
は
水
質

汚
濁
防
止
法
及
び
関
連
法
令
の

排
水
基
準
ー
に
適
合
し
た
水
質
で

放
流
す
る
こ
と
。

-
家
畜
の
ふ
ん
尿
の
処
理
利
用

家
畜
ふ
ん
尿
は
、
有
効
な
有
機
質

肥
料
と
し
て
、
原
則
と
し
て
土
地
還

元
に
よ
り
利
用
す
る
こ
と
。
立
地
条

件
や
経
営
規
模
な
ど
か
ら
み
て
、
土

地
還
元
が
不
可
能
な
場
合
に
は
廃
棄

処
理
す
る
こ
と
。

。
家
畜
ふ
ん
尿
の
土
地
還
元

O

土
地
還
元
ま
で
の
前
処
理

マ
ふ
ん
尿
の
貯
留
施
設
た
い
肥

合
、
尿
だ
め
を
設
置
す
る
こ

レ」
。

マ
ふ
ん
尿
を
肥
料
効
果
の
あ
る

状
態
で
汚
物
感
、
悪
臭
を
除

き
取
り
扱
い
や
す
い
形
に
す

る
こ
と
。

老
齢
福
祉
年
金
な
ど
を

受
け
ら
れ
て
い
る
か
た
に

ー
有
利
な
定
期
郵
便
貯
金
| 

-
街
』
一

一
邑
同
一

三
健
一

一
.
，
一

『

郵
政
省
で
は
、
年
金
、
手
当
な
と

(
の
給
付
を
受
け
て
い
る
か
た
の
利
益

}
用
す
る
定
期
郵
便
貯
金
の
取
り
扱
い

『
を
し
て
い
ま
す
。 

{
。
対
象
者
は
、
障
害
年
金
、
母
子
福

ず
祉
年
金
、
準
母
子
福
祉
年
金
、
老
齢 

}
福
祉
年
金
又
は
老
齢
特
別
給
付
金
、

~
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
福
祉
手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る

ず
か
た
で
す
。

可
。
預
け
入
れ
金
額
は

一
人
百
万
円 

ま
で

。
預
け
入
れ
期
間
は

一
か
年

。
貯
金
利
率
は
年
六

・
七
五
行

。
取
扱
期
間
は
昭
和
五
十
三
年
五

月
二
十
日
ま
で

。
取
扱
郵
便
局
は
全
国
の
郵
便
局

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
が

一
人
一
か

所
に
限
り
ま
す
。

。
そ
の
他
御
利
用
の
際
に
は
年
金

証
書
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
町
内
各
郵

便
局
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

だ 百 ミ �  ににo

さ れ ン なす
し、干呈ト らま

000畜 るに畜 。め者間最�  

曹関盟韓聖書害毒事-唱轄雲居唾国震構豊里盟盟車誼盟嘩盟富蝿車覇軍輯語韓国 草署

。 ず任・ いた営な�  

と悪もる残努めを燥に臭 理留も散辺 を尿
。臭の際廃め設発、努発 す物に乱は 必だ
のはに物る置す焼め生 るが尿し、 ずめ
発、著:をこなる却る防 こ こ だ な ふ 設等
生飼し飼とど場すこ止 とぼめいん 置ふ 清 をの だく産大
防料ぃ料 。悪合るとの 。れによ、 すん 潔 講貸 さす経き

ー¥
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忌ごろ� ;

う込

H

り
を
め
ざ
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ
て
タ

ご
飯
の
ひ
と
と
き
を
ゆ

っ
く
り
く
つ

ろ
ぎ
ま
し
ょ
う
。
と
七
月
工
1

日
か

ら
八
月
三一
十

一
日
ま
で
の
夏
休
み
別

問
小
、
み
な
さ
ま
が
た
に 
ν

家
族
そ

ろ

っ
て
タ
ご
飯 

の
記
録
表
を
悦
出

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
集
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
か
ら
報

告
い
た
し
ま
す
。

刊
少
年
の
非
わ
防

に
家
放
の
対
話
、
明
る
い
家
庭
づ
く

重タぞ� ;

な
り
の
お
ば
さ
ん
が
、
か
ぞ
く
そ
ろ

っ
て
ゅ
う
こ
は
ん
の
か
み
を
、
も

っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
の
う

ち
で
も
す
ぐ
は
じ
め
ま
し
た
。

か
ぞ
く
ぜ
ん
ぶ
が
、
ご
は
ん
が
す

ん
だ
ら
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し

が
こ
う
た
い
で
し
か
い
し
ゃ
に
な

っ

て
、
そ
の
ひ
の
う
ち
で
い
ち
ば
ん
か

な
つ
や
す
み
に
な
っ
た
ひ
に
、
と

横小� l年

たきはなともこ

(与川内)

ぞ
く
の
ひ
と
に
い
っ
て
あ
げ
た
い
こ

と
や
、
き
い
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
、

い
う
こ
と
に
き
め
ま
し
た
。
そ
れ
が

お
わ
っ
た
ら
、
か
み
に
し
る
し
を
つ

け
る
か
か
り
が
わ
た
し
で
す
。

あ
る
ひ
、
お
と
う
さ
ん
が
、
「
き
ょ

う
は
、
と
く
に
あ
つ
か
っ
た
け
ん
ど
、

み
ん
な
げ
ん
き
だ
っ
た
か 

と
い
っ

た
の
で
、
み
ん
な
が

「う
ん
己
と
い

い
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
は
、
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
あ
つ
い
の
に
、
ね
、
え
ち

ゃ
ん
を
び
ょ
う
い
ん
へ
つ
れ
て
い
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う 

と
い
い
ま

し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
、

「
ね
え
ち
ゃ

ん
の
み
み
が
だ
い
ぶ
ん
ま
し
に
な
っ

U

た
っ
て
い
う
て
く
れ
た
け
ん
よ
か
っ

た
な 

と
い
い
ま
し
た
。
ね
え
ち
ゃ

U

ん
は

「
は
よ
う
、
み
み
が
な
お

っ
て


お
よ
ぎ
た
い
わ 

と
い
い
ま
し
た
。


U
U

わ
た
し
は
、

「
ひ
と
り
で
が
ん
ば

っ
て

今
後
と
も
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
、

青
少
年
の
非
行
防
止
に
地
域
、
家
庭

「
か
ぞ
く
そ
ろ

っ
て

家 i
古iJio! 

ゅ
う
ご
は
ん
」

J
H

を
市
内
…
目
標

果 飯つ;
報 。て�  i 
.& 

タ 食 事� % 

全期間全員そろった�  2.4 

1-5日だれかが欠けた� 18.8 

6-]0日� 1/ 22 .3 

]]-]5日� 1/ 19 . 4 

16-20日� 1/ 12 . 3 

21-25日� 1/ 8 .8 

26-30日� 1/ 5.3 

31-35日 11 8. 2 

36-40日 11 2.4 

全期間全員そろわ主かった 。町� 1

、、，一� 

お
る
す
は
ん
を
し
た
ん
で
よ
口
と
い
酬

い
ま
し
た
。
み
ん
な
が

「
と
も
こ
あ
川

り
が
と
う
。
か
し
こ
か

っ
た
な 

と
酬

い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

川

ま
た
ち
が
う
ひ
に
は
、
お
ね
え
ち
川

ゃ
ん
が
、
い
ぬ
を
か
、
つ
こ
と
に
つ
い
川

て
と
い
う
い
け
ん
を
た
し
ま
し
た
。

川

み
ん
な
の
い
け
ん
が
あ
わ
な
く
て
な
川

か
な
か
き
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ

酬

た
し
は
は
よ
う
、
お
わ

っ
て
く
れ
ん
川

か
い
な
、
て
れ
び
を
み
た
い
の
に
と
川

お
も
い
ま
し
た
。
そ
の
つ
つ
き
は
、
川

ま
た
こ
ん
ど
に
し
ま
し
た
。
や
っ
と
川

て
れ
ひ
が
み
、
え
る
の
で
う
れ
し
か
っ
川

た

で

す

。

川

け
れ
ど
、
は
な
し
あ
い
を
す
る
こ
川


と
は
、
み
ん
な
の
お
も

っ
て
い
る
こ
川


と
が
よ
く
わ
か
る
の
で
、
い
い
と
お

川


も
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
し
つ
つ
け

川


た
い
と
お
も
い
ま
す
。

川


ぐ
る
み
で
の
ご
努
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

U

「同和教育と家庭」

生比奈小学校� 

-'= 11) 武教諭 {巴

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う

か、

一
般
の
道
徳
的
な
判
断
や
行
動

の
規
範
に
つ
い
て
は
、
時
代
の
変
遷

は
あ
る
と
は
い
、
之
、
続
た
ち
自
身
が

正
し

い
教
育
を
受
け
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
同
和
教
育
に
関

し
て
は
受
け
て
い
な
い
ば
か
り
か
、

逆
に
差
別
や
偏
見
の
な
か
で
成
長
し

て
き
た
税
た
ち
の
か
だ
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
は
現

祢
の
子
供
た
ち
よ
り

一
歩
先
ん
ず
る

こ
と
は
無
理
と
し
て
も
、
せ
め
て
子

供
と
い
っ
し
ょ
に
勉
強
す
る
く
ら
い

の
気
持
は
ほ
し
い
も
の
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

現
枝
、
悶
は
差
別
の
解
消
を
国
民

的
な
諜
組
と
し
て
、
教
育
の
場
で
差

別
を
な
く
す
る
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。 

で
も
例
外
で
は
主
〈

同
和
問
題
の
州
修
会
が
企
画
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
同
和
研
修
と
な

る
と
人
を
集
め
る
の
に
苦
労
す
る
と

い
う
の
が
関
係
者
の
共
通
の
嘆
き
の

よ
う
で
す
。
同
和
教
育
の
講
演
会
や

校
業
参
加
眠
、
地
域
の
怒
談
会
な
と
に

積
極
的
に
参
加
し
、
こ
の
問
題
を
解

消
す
る
の
は
私
の
問
題
だ
と
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
み
え
る
と
こ
ろ
に
こ
そ

同
和
問
題
の
解
決
が
実
現
さ
れ
る
姿

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

P
T
A

※調査期間1 ¥1/1~I4 1 

舵出数 34 2名

夫

教
育
の
も
っ
と
も
初
歩
的
な
か
た

ち
は
、
視
の
「
ま
ね
」
を
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
日
夜

泌
食
を
と
も
に
す
る
肉
親
の
附
に
お

い
て
、
判
明
の
言
動
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ

が
子
供
に
ど
れ
ほ
ど
の
彩
科
を
与

え
る
か
は
恕
像
以
上
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。

そ
し
て
、
家
庭
教
有
は
、
日
常
の

生
活
を
と
お
し
て
無
芯
識
の
う
ち
に

行
わ
れ
る
と
い
う
特
色
を
も
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
税
の
無
意
識
の
行
動

か
幼
少
年
則
の
チ
供
に
は
、
そ
の
ま

ま
町
向
性
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
家
庭
は
生
前
の
基

本
と
な
る

「
し
つ
け
」
の
教
育
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
函
一要
な
は
だ
ら

き
を
す
る
場
所
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は

学
校
教
行
だ
け
で
は
効
果
を
あ
げ
る

こ
と
は
て
き
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
を
、
同
和
教
育
の
観
点

か
ら
巧
え
ま
す
と
、
相
川
た
ち
の
同
和

教
育
が
子
似
た
ち
の
同
和
教
育
よ
り

一
歩
先
ん
じ
て
お
ら
な
け
れ
ば
な
ら

¥ー

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
同和教育シリーズ



(7) 第 89号 カ為 つ ら 昭和 52年 11月 1日ザコ

地区対抗三百歳
ソフトボール大会

欄
野
�
 チ
�
 ム
が
優
勝

準
優
勝
は
棚
野
�
 チ
�
 

A

l

H
A A A

B

is
z
石
�
 
8
 

4
E

p
b
 

B R"H -

-

g

e

 

Z

E

a

五
時
か
ら
開
催
い
た
し
ま
す
。

ア
十
一
月
六
日
は
一

一
家
庭
の
日
で
す
�
 一

市

青
少
年
の
非
行
防
止
に
つ

一

一

い
て
家
族
み
ん
な
で
話
し
�
 …

一

合
い
ま
し
ょ
う
。

+
優

勝

棚

野

地区対抗三百歳ソフトボール大会

たょ

全
国
防
犯
運
動
は
じ
ま
る

ム

在所

十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
二
日
ま
で

駐

準

優

勝

棚

野

�

 チ
ー
ム

秋
は
、
行
楽
シ
ー
ズ

ン
や
段
繁
期

に
あ
た
る
た
め
、
家
を
あ
け
る
機
会

旬
。
忠
則

が
多
く
な
り
ま
す
。

司
湿
原

市

γ
尚
噌
�
 

山
芭
後

目
主

主
�
 

そ
の
ス
キ
を
ね
ら
っ
て
、
あ
き
巣

が
増
、
え
る
う
、
ぇ
、
行
楽
地
で
は
、
小

暴
力
や
率
上
ね
ら
い
、
自
転
車
資
み

-U
 

な
ど
各
筏
の
犯
罪
や
事
故
の
多
発
が

い
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
ご

予
想
さ
れ
ま
す
。

今

山

�

 8
 

町
民
の
み
な
さ
ん
も
、
春
と
秋
に

行
わ
れ
て
い
る
交
通
安
全
運
動
と
同

じ
よ
う
に
地
域
、
職
域
、
家
庭
ぐ
る

み
で
参
加
し
て
、
よ
り

一一
層
防
犯
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
犯
罪
の
な

A
 

協
力
く
だ
さ
い
。
�
 

••V

-a'
お
出
か
け
の
と
き
は
必
ず
戸
締
ま

り
を
�
 
H
H

一


。
ち
ょ
っ
と
�
 

θ

そ
こ
ま
で
・:、

。


砂
ち
ょ
っ
と
H

近
く
ま
で
異
物
に
:
・


砂
ち
ょ
っ
と
。

だ
か
ら
戸
締
ま
り
は


H

簡
単
に
・:
。


そ
の

。
ち
ょ
っ
と
�
 
が
い
け
ま
せ
ん
。


ド
ロ
ボ
ウ
は
そ
の

か
ち
ょ
っ
と
。


の
ス
キ
に
入
り
ま
す
。
ド
ロ
ポ
ウ
に


入
ら
れ
た
家
の
大
半
は
カ
ギ
の
か
け


忘
れ
。
お
出
か
け
の
と
き
は
、
必
ず


戸
締
ま
り
を
厳
重
に
し
て
、
お
隣
へ


。
ひ
と
こ
・
え
。

か
け
て
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�
 

勝

浦
B 『¥

，、、、 

A
チ

ム

実~

3
久

宮

�

 

刀t

2i
坂

本
沼

石

s
e
軒
�
 8
 

7
与

川

内
�
 

9
今

山

久

国

日
山
富
揖
�
 

山

中

�

 
山

日

μ
睡

眠

訂

�

 

協
同

膚

明

笛

凋

窓

口

ロ
繍
�
 
実

仁

主

主

日

白

山

ω
M
W
@

mm

um
A
 

A B谷 川
川A A S B

 

な
ど
の
理
由
で
、
届
け
出
を
し
な
か

自
転
車
ド
ロ
ボ
ウ
を
防
ぐ
に
は

H
H

っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
れ

最
近
、
通
勤
や
通
学
、
貨
物
な
ど

で
は
暴
力
団
に
ま
す
ま
す
つ
け
込
ま

に
自
転
車
が
ち
ょ
っ
と
し
た
ブ
ー
ム

を
呼
ん
で
い
ま
す
。

れ
、
被
害
を
大
き
く
す
る

一
方
で
す
。

自
転
車
ド
ロ
ボ
ウ
を
防
ぐ
に
は
、
�
 

被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、
ど
ん
な

定
め
ら
れ
た
場
所
以
外
に
は
、
絶

小
さ
な
こ
と
で
も
勇
気
を
も
っ
て
、

対
に
誼
か
な
い
。
�
 

す
ぐ
警
察
に
届
け
、
あ
と
は
安
心
し

必
ず
「
カ
ギ
」
を
か
け
る
。
�
 

て
警
察
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

防
犯
登
録
を
し
て
お
く
。

O
夜
は
必
ず
家
の
中
に
し
ま
う
。

O
名
前
を
勢
い
て
お
く
。

Oな
ど
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

。

暴
力
の
被
害
や
情
報
は
す
ぐ
暴
力

追
放
ダ
イ
ヤ
ル
へ
�
 

一一� 

番
)

町
民
ぐ
る
み
で
「
暴
力
は
絶
対
許

さ
な
い
」
と
い
う
強
い
信
念
と
態
度

を
一不
す
こ
と
が
、
暴
力
追
放
へ
の
第

一
歩
。
暴

力
の
被
害
に
あ
っ
た
、
見
た
、


知
っ
た
。


こ
ん
な
と
き
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ

と
で
も
勇
気
を
も
っ
て
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。
�
 

V
恐
れ
ず
に
被
害
の
届
け
出
を
グ

VVO O O

暴
力
犯
罪
を
追
放
す
る
た
め
に
は
、

(
O
八
八
六
|
ニ
六
|
O

ひ
と
り
答
察
の
力
で
は
十
分
な
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど

う
し
て
も
町
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

H
H

O

を
み
て
み
ま
す
と
�
 。
l

暴
力
団
の
被
害
に
あ
っ
た
人
の
例

体
裁
が
惑
い
か
ら

金
で
解
決
で
き
る
か
ら

仕
返
し
が
恐
ろ
し
い
か
ら

自
分
に
も
お
ち
ど
が
あ
る
か
ら

OO O O

地
区
対
抗
三
百
歳
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
、
九
月
十
三
日
か
ら
二
十
日

ま
で
の
八
日
間
、
勝
中
グ
ラ

ン
ド
に

お
い
て
二
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

町
民
体
育
祭

十

一
月
三
日
勝
中
体
育
館
で
午
後

が
必
要
で
す
。
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香
典
返
し
に
か
え
て

金

三

万

円

稼
勢
嘉
幸
さ
ん
(
槻

・

そ

の

他

金

三
千
円

瀧

花

守

さ

ん
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m
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�
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�
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�
 
，
�
 
，
�
 

只
平
和
博

，
�
 
，.
，
�
 ，，
�
 
，
，

佐
官

ザコ� 

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

「
て
お
つ
な
く
親
の
会
」
施
設
見

学
の
た
め
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

一
日

従
供
し
て
く
れ
ま
し
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